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第 26回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日  2015年 9月 25日（金）16:00～17:50 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員：7名中 6名出席 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（白鴎大学 客員教授） 

委 員   山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

  欠席委員 

委 員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

 

放送事業者側出席者： 

社長         森内 譲 

編成・営業本部長   小林 慎一郎 

管理本部長      尾上 一也 

編成部長       津野 雄一 

事務局        安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題及び議事概要 

・議題 1 番組種別分類結果公表について 

2015 年 4 月～2015 年 9 月の第 3 月曜日を起点とする各 1 週間（計 42 日）に放送した番組

の種別の分類と、種別ごとの放送時間の合計が報告された。 

 

・議題 2 2015 年 10 月以降の番組編成内容について 

2015 年 10 月以降の番組編成内容について、「プログラムガイド（2015 年 10･11･12 月）」

に基づき説明があった。 
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・議題 3 審議番組『サヘル・ローズのイチオシ NIPPON』（#8 富山で見つけたイチオシ

NIPPON）について 

審議番組の委員からの主な講評 

・富山の薬は知っていたが、高岡銅器や井波彫刻については今回初めて知ったので勉強 

になった。 

・他局でも日本の特色を外国人の目線で紹介する番組はあるが、この番組は一味違って、

ナビゲーターにソフトタッチな雰囲気を持つサヘル・ローズさんを起用し、面白い番

組に仕上がっている。 

・外国人の方を通じて日本の匠を紹介する内容は、新たな発見にも繋がり、面白かった。

複数回見ても飽きさせない内容に仕上がっており、長く続いて欲しい番組の 1つ。 

・日本文化にある程度精通した外国人が出演しているが、日本を訪れたばかりの外国人

観光客がどのような反応をするのかを見るのも面白そう。 

・高岡銅器についての紹介が少なく、作っている場面等をもっと見たかった。 

・サヘルさんの話しぶりは好感を持てる。外国人 3 人が、井波彫刻や丸薬づくりを体験

して紹介したり、自分達が実際に実演してみる部分が面白かった。 

・全体的に映像が暗く見えた。動きも少なく、単調で地味な印象を受けた。又、人間国

宝の作品をもっと見てみたかったし、銅を流し込む等の実際に作るシーンがあっても

良かった。 

・高岡銅器、井波彫刻、薬のまち富山、と 3 つのテーマを取り上げていたが、鋳物がメ

インならば、もっと鋳物について掘り下げた内容を知りたかったし、3 つのテーマがど

れも中途半端な内容となってしまった印象を持った。 

・3つのテーマについて、場面の転換や切り替えが分かりにくく、違和感を持った。 

・番組としては全体的に良かったと思うし、今後も様々なテーマを取り上げていって欲 

しい。 

 ・富山県の歴史と鋳物や彫刻や薬との関係を今少し説明すればよかったと思われる。ま

た、３つのテーマについて、それぞれ個々の紹介に留まっているので、富山県全体の

位置関係や歴史風土を踏まえる方向で、もう少し掘り下げてもよかった。 

以上 


